
 

【茶の種類】 

さんさん山城では碾茶を栽培し、毎年５月に新芽の茶葉だけを手摘み収穫したものが「燦燦」でござる。 

そのあと、残った茶葉や茎を機械で刈り採り、それを焙じたものが「燦燦（京番茶）」でござる。 
 

(引用：洛タイ新報) 

手摘み宇治抹茶「燦燦」 

ごこう  \3,780 

さみどり \3,780 

やぶきた \2,700 

「燦燦（京番茶）」 

\432 

手摘み「燦燦（煎茶）」 

\432  


